
手 賀 沼 干 拓の偉 大な歴 史 的 資 産を
次 世 代に受け継ぐ事 業が始まります！

受益地

既設揚排水機場

既設揚水機場

既設水路

県・市町・改良区

揚水機場（改修）

排水機場（改修）

用水路（改修）

排水路（改修）

調節水門（撤去）

4）都部新田揚水機場
　（旧滝下揚水機場）

5）小森揚水機場

3）泉揚水機場

7）金山落水路 

1）手賀排水機場

2）手賀第二排水機場

6）手賀沼調節水門

手賀沼地区施設整備計画

畑

干拓地

水田

事業名 施設名

1）手賀排水機場 改修 都市化により、排水ポンプの増強。
【排水量】40㎥/s → 62㎥/s

2）手賀第二排水機場 改修 地盤沈下により、排水ポンプを改修。

3）泉揚水機場 改修 地盤沈下や土砂堆積により、揚水ポンプを改修。
【揚水量】2.0㎥/s

4）都部新田揚水機場
　（旧滝下揚水機場）

改修
位置の変更

5）小森揚水機場 改修
位置の変更

7）金山落水路 改修

6）手賀沼調節水門 撤去

区分 工事内容

地区名

事業主体

関係市

事業工期

受益面積

総事業費

主要工事

国営総合農地防災事業

手賀沼地区

農林水産省関東農政局

千葉県船橋市、松戸市、柏市、流山市、八千代市、
我孫子市、鎌ケ谷市、印西市、白井市

約3,800ha

400億円

2箇所
3箇所
1箇所
L＝2.3km

手賀排水機場へ機能の代替を行うため、撤去。

都市化により、排水量を増加。
【排水量】16㎥/s → 31㎥/s

地盤沈下や土砂堆積により、揚水ポンプを改修。
【揚水量】0.9㎥/s

地盤沈下や土砂堆積により、揚水ポンプを改修。
【揚水量】1.0㎥/s

事業費は行政が負担（内訳：国66.6％、県30％、
市3.4％）するので農家の方の負担はありません。

排水機場（改修）
揚水機場（改修）
調節水門（撤去）
排 水 路（改修）

2021～2032年度（現時点想定）

詳細につきましては、2021年度より行う事業説明会にお越しください。

手賀沼地域農業農村整備事業推進協議会
船橋市農水産課、松戸市農政課、柏市農政課、流山市農業振興課、八千代市農政課、
我孫子市農政課、鎌ケ谷市農業振興課、印西市農政課、白井市産業振興課
千葉県手賀沼土地改良区
千葉県農林水産部耕地課（TEL：043-223-2869）
千葉県東葛飾農業事務所調査課（TEL：04-7143-4124）
農林水産省関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所（TEL：04-7131-7143）

表紙右上絵図：『関東五ヶ国水筋の図』船橋市西図書館所蔵

構　成 事務局 水土里ネット手賀沼
（千葉県手賀沼土地改良区）
TEL：0476-42-2821
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手
賀
沼
干
拓
物
語 

【
前
編
】

―
先
人
は
い
か
に
し
て
こ
の
土
地
を
造
っ
て
き
た
の
か
？



【
第
一
章
】

「
土
地
を
造
る
」
と
は
？

2 1【第一章】 「土地を造る」とは？手賀沼航空写真1989年撮影：国土交通省【第一章】 「土地を造る」とは？

川
の
水【
＝
資
源
】を
地
域
の
産
業（
農
業
、
工
業
、
発
電
な
ど
）
に
変
換
す
る
頭
首
工
、
水
路
、

発
電
ダ
ム
な
ど
が
水
利
施
設
で
あ
り
、そ
の
水
利
施
設
が
地
域
資
産
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
土
地
を
造
る
と
は
暮
ら
し
や
産
業
の
豊
か
な
土
地
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
地
域
資
源
を
造
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

特
に
手
賀
沼
地
域
は
，
縄
文
時
代
に
は
図
１
の
よ
う
に
海
が
広
が
っ
て
お
り
、
万
葉
の
時
代
に

な
っ
て
も
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
の
土
地
で
し
た
。

さ
ら
に
江
戸
時
代
、
そ
れ
ま
で
江
戸
湾
に
流
れ
て
い
た
利
根
川
を
（
江
戸
へ
の
洪
水
を
避
け
る

た
め
か
）
幕
府
が
銚
子
の
方
へ
流
れ
を
変
え
る
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
（
図
２
参
照
）。

そ
れ
に
よ
っ
て
利
根
川
の
水
量
が
増
え
る
と
手
賀
沼
に
逆
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

な
に
せ
利
根
川
は
日
本
一
の
大
河
で
す
。
数
年
に
一
度
は
氾
濫
し
、
そ
の
逆
流
が
幾
度
と
な
く

手
賀
沼
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
手
賀
沼
近
辺
に
住
み
つ
い
た
人
々
は
、
堤
防
や
排
水
路

と
い
う
地
域
資
産
を
造
る
の
に
は
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
江
戸
か
ら
明
治
期
の
手
賀
沼
干
拓
、
つ
ま
り
手
賀
沼
の
土
地
造
り
に
関
す
る

主
な
出
来
事
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
先
人
た
ち
が
い
か
に
手
賀
沼
の
土
地
造
り
に

苦
労
し
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

土
地
を
造
る
？

…
土
地
な
ん
て
昔
か
ら
あ
る
じ
ゃ
な
い
。

誰
だ
っ
て
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
。

そ
の
土
地
に
暮
ら
し
た
り
、
農
作
物
を
作
っ
た
り
す
る
た
め
に
は
水
が
要
り
ま
す
。

ど
こ
か
ら
か
水
を
引
い
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
飲
み
水
や
用
水
路
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
住
み
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
田
畑
を
耕
す
に
は
川
の
近
く
が
有
利
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
で
き
る
だ
け
水
量
の
豊
か
な
大
き
な
川
が
い
い
。

と
こ
ろ
が
大
き
な
川
に
限
っ
て
氾
濫
し
た
り
し
ま
す
。

も
し
洪
水
に
な
る
と
悲
惨
な
事
態
を
招
き
ま
す
よ
ね
。

だ
か
ら
大
き
な
川
や
湖
の
そ
ば
に
住
む
た
め
に
は
、堤
防
を
造
っ
た
り
、水
路
を
引
い
た
り
し
て
、

そ
の
土
地
に
暮
ら
せ
る
よ
う
造
り
変
え
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
堤
防
や
水
路
は
莫
大
な
費
用
や
労
力
が
い
る
の
で
と
て
も
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
全
員
で
造
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
全
員
で
造
っ
た
も
の
を
、
ひ
と
ま
ず
地
域
資
産
と
呼
ん
で
み
ま
す
。

地
域
資
産
と
は
、
ど
こ
で
も
手
に
入
る
資
源
を
そ
の
地
域
の
産
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る

装
置
だ
と
言
え
ま
す
。

例
え
ば
、
川
の
水
は
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
ま
せ
ん
。
田
ん
ぼ
を
造
る
に
は
頭
首
工
や
用
水
路

な
ど
の
水
利
施
設
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●宇都宮

●古河

●春日部
さいたま

●

八王子
●

●所沢

●府中

●相模原

●平塚

●川崎

●横浜
●木更津

●館山

●横須賀

●東京 ●船橋

●石岡

●土浦

●柏
●佐原

●成田

千葉●

●取手

●熊谷

日立●

川越●

水戸●

【図1】 縄文時代の海岸線
出典：国土交通省 国土技術政策総合研究所

手賀沼地域

太平洋

東京湾

栗橋利 根
川

利
根 川

栗橋

小
貝
川

小
貝
川

鬼
怒
川

鬼
怒
川

江
戸
川

江
戸
川隅

田
川

隅田川

荒川

入間川

太平洋霞ヶ浦 北浦

東京湾

平安時代末期の利根川

付け替え完了後の利根川

【図2】 利根川の付け替え
出典：利根川上流河川事務所
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356

16

6

我孫子

布佐

木下

小林

印西牧の原

柏

利 根 町利 根 川

枝 利 根 川
（ 将 監 川 ）

小 貝 川

手 賀 沼

印旛沼

我 孫 子 市

取 手 市

白 井 市

印 西 市

柏 市

J R 成 田 線

東
武
野
田
線

北 総 線

J
R
常
磐
線

464
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4 3【第二章】 先人たちはいかにしてこの土地を造ってきたのか？【第二章】 先人たちはいかにしてこの土地を造ってきたのか？

きおろし

六軒

六軒新田

■弁天堀

■又兵衛堀 枝利根川

■金山落

■薪俵落
利

根
川

J R 成 田 線

■薪俵落圦樋

■六軒堀

2
6

2 6

6

6

拡大図
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圦樋 とは図のような構造物を
堤防の下に埋め込んで排

水するためのもの。木造ゆえに腐りや
すく、干拓の鍵となった。手賀沼水害
の多くはこの圦樋の破壊による。

―
― 
主
要
な
出
来
事
の
み【
江
戸
～
明
治
時
代
】

■
手
賀
沼
干
拓
の
始
ま
り

一
六
七
一
年
、
江
戸
の
海
野
屋
作
兵
衛

ら
十
七
名
の
干
拓
工
事
が
始
ま
る
。
利

根
川
へ
流
す
手
賀
沼
悪
水
路
、
布
佐
堤
、

築
留
堤
、
弁
天
掘
、
六
間
堤
も
築
造
。

こ
れ
ら
に
よ
り
二
三
一
町
歩
の
新
田
が

で
き
た
が
、
借
財
が
巨
額
に
な
り
、
海

野
屋
を
除
い
て
全
員
が
撤
退
。

■
印
旛
沼
へ
の
排
水
路
完
成

一
六
七
三
年
、
印
旛
沼
の
排
水
路
、
排

水
路
右
岸
の
堤
防
が
完
成
。
こ
れ
以
降
、

手
賀
沼
の
排
水
は
印
旛
沼
へ
流
れ
る
よ

う
に
な
る
。

■
新
利
根
川
の
開
削

江
戸
初
期
の
一
六
六
二
年
、
霞
ヶ
浦
へ

流
す「
新
利
根
川
」（
図
参
照
）の
開
削
工

事
が
始
ま
り
、四
年
後
に
完
成
。し
か
し

完
成
直
後
の
大
水
害
の
た
め
、
再
び
元

の
利
根
川
の
流
路
に
戻
し
た
が
、
沼
の

水
位
が
上
が
り
、
よ
り
水
害
は
増
し
た
。

■
千
間
堤
の
築
造

一
七
二
七
年
、
郡
奉
行
・
井
沢
弥
惣
兵

衛
の
指
示
（
地
元
の
郷
土
史
家
・
中
村

勝
氏
は
井
沢
関
与
説
は
否
定
）
で
高
田

友
清
が
千
間
堤
を
築
造
。
下
沼
の
水
を

将
監
川
に
落
し
て
下
沼
全
部
を
干
拓
。

■
老
中･

田
沼
意
次
の

　
干
拓
着
手

一
七
八
五
年
、
老
中
田
沼
意
次
は
手
賀

沼
の
干
拓
に
着
手
し
た
が
、
翌
年
の
洪

水
で
新
田
は
大
水
害
。
田
沼
の
失
脚
に

よ
り
幕
府
は
干
拓
を
断
念
。

■
浅
間
山
の
大
噴
火

一
七
八
三
年
、
浅
間
山
が
大
噴
火
。
利

根
川
は
一
変
し
、
河
床
上
昇
に
よ
る
水

害
や
水
路
へ
の
土
砂
流
入
が
増
加
。
天

明
飢
饉
の
原
因
の
一
つ
に
な
る
。

■
手
賀
沼
干
拓
の
ラ
ッ
シ
ュ

明
治
元
年
、
筑
波
村
や
我
孫
子
村
等
の

人
が
手
賀
沼
干
拓
を
新
政
府
に
出
願
。

そ
の
他
の
村
も
名
乗
り
を
上
げ
る
な
ど

開
発
は
活
発
化
。
同
四
年
、
大
蔵
省
が

手
賀
沼
の
払
下
げ
を
決
定
。
地
元
は
開

発
は
自
ら
や
る
と
請
願
す
る
な
ど
棚
上

げ
状
態
に
。

■
千
間
堤
の
決
壊

千
間
堤
は
一
七
三
八
年
の
洪
水
で
決
壊
。

以
後
は
再
建
さ
れ
ず
。
江
戸
初
期
の
干

拓
は
千
間
堤
の
完
成
後
数
年
で
洪
水
で

破
壊
さ
れ
、
失
敗
に
終
る
。

■
手
賀
沼
新
田
は

　
壊
滅
状
態
へ

一
七
三
九
年
、
幕
府
は
金
山
落
、
又
兵

衛
堀
、
蒔
俵
落
を
開
削
し
、
手
賀
沼
を

排
水
し
や
す
く
す
る
。
工
事
は
六
年
後

に
完
成
し
ま
し
た
が
、
一
七
五
三
年
の

洪
水
で
蒔
俵
圦
樋
も
破
壊
、
手
賀
沼
新

田
は
千
間
堤
の
完
成
後
数
年
で
つ
い
に

壊
滅
。

1

23

4

56

789

■相島新田

■印旛沼への排水路

■手賀沼悪水路

■千間堤跡

■布佐堤

■新利根川の流路1

2

■築留堤2

2

11

■布佐11

4

3

■発作11

新利根川（現在は用水路の取水口）

左が六軒川、右が弁天川

千間堤跡（橋の部分）

金山落跡（印西市発作）

■
利
根
川
第
二
期
改
修
工
事

明
治
四
〇
年
、
利
根
川
第
二
期
改
修
工

事
が
始
ま
り
、
大
正
一
〇
年
に
ほ
ぼ
完

了
。
手
賀
沼
圦
樋
、
布
湖
圦
樋
、
小
堀

圦
樋
も
完
成
。

■
井
上
二
郎
の
開
発

布
佐
出
身
の
井
上
二
郎
は
大
正
末
期
、
手

賀
沼
の
一
部
を
堤
防
で
囲
い
、
機
械
排
水

す
る
計
画
を
樹
立
。

昭
和
二
年
、
相
島
新

田
、
発
作
、
布
佐

を
合
わ
せ
一
二
〇

町
歩
の
開
墾
事
業

を
開
始
。
堤
防
の

築
造
は
困
難
を
極

め
た
が
、
昭
和
五

年
に
完
了
。

1011

利根川。右端が将監川旧井上家住宅



【
第
三
章
】

水
害
と
の
闘
い

―
― 

手
賀
沼
地
域
の
主
な
洪
水

―
― 

昭
和
以
後
の
手
賀
沼
干
拓

【
第
四
章
】

三
〇
〇
年
を
か
け
た
夢
の
実
現
！

江
戸
期
も
明
治
期
も
手
賀
沼
の
干
拓
は
ほ
ぼ
失
敗
で
し
た
。
一
時

的
に
は
干
拓
が
成
功
し
て
も
、
す
ぐ
に
ま
た
利
根
川
の
洪
水
が

押
し
寄
せ
て
、堤
防
や
圦
樋
、新
田
ま
で
も
破
壊
し
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。

特
に
手
賀
沼
周
辺
で
「
土
地
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
は
洪
水
と
の
闘
い

を
意
味
し
ま
し
た
。
干
拓
の
歴
史
は
治
水
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

結
局
、こ
の
沼
を
干
拓
す
る
に
は
、

利
根
川
沿
い
に
長
大
で
頑
強

な
堤
防
を
築
き
上
げ
て
、
湛
水
時
に
は

機
械
に
よ
っ
て
溜
ま
っ
た
水
を
排
除
す

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

明
治
後
半
に
大
型
蒸
気
機
関
に
よ
る
排

水
ポ
ン
プ
が
普
及
し
、
手
賀
沼
周
辺
で

排
水
ポ
ン
プ
が
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
一
年
に

印
旛
沼
手
賀
沼
干
拓
事
業
の
着
工
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
昭
和
三
〇
年
、
印
旛
沼
手
賀
沼

干
拓
事
業
か
ら
国
営
手
賀
沼
干
拓
事
業

が
単
独
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
昭
和
三
十
一
年
！

遂
に
手
賀
沼
沿
岸
農
民
の
積
年
の
悲
願

で
あ
っ
た
手
賀
排
水
機
場
が
完
成
し
た

の
で
す
！

こ
れ
で
よ
う
や
く
手
賀
沼
の
人
た
ち
は

近
代
的
な
地
域
資
産
を
手
に
入
れ
た
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

■国営手賀沼干拓事業
２ヵ所

６ヵ所

１ヶ所

用水路

干拓堤防

排水路

10.8km

8.3km

14.9km

受益面積

水田造成

2,914ha

435ha

2,479ha

１ヶ所手賀排水機場

排水機場

揚水機場

手賀沼調節水門

工期 昭和21年度～昭和43年度

土地改良

6

干拓前の手賀沼（昭和30年頃）

干拓後の手賀沼（平成10年頃）

5

手
賀
沼
干
拓
物
語
【
前
編
】　
―
― 

先
人
は
い
か
に
し
て
こ
の
土
地
を
造
っ
て
き
た
の
か
？
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手賀排水機場第二干拓地

一
六
六
六
（
寛
文
六
年
）　 

大
水
害

一
六
八
八
（
元
禄
元
年
）　 

大
水
害

一
六
九
九
（
元
禄
十
二
年
）
大
水
害

一
七
〇
〇
（
元
禄
十
三
年
）
大
水
害

一
七
一
二
（
正
徳
二
年
）　 

大
水
害

一
七
二
一
（
享
保
六
年
）　 

布
佐
、
笠
神
で
堤
防
破
壊

一
七
二
三
（
享
保
八
年
）　 

大
水
害

一
七
二
七
（
享
保
十
二
年
）
築
留
圦
樋
等
破
壊
、
堤
防
決
壊
　

一
七
〇
四
（
宝
永
元
年
）　 
大
水
害

一
七
三
四
（
享
保
十
九
年
）
大
水
害

一
七
三
八
（
元
文
三
年
）　 

千
間
堤
決
壊 

一
七
四
二
（
寛
保
二
年
）　 

利
根
川
水
系
で
江
戸
期
最
大
の
洪
水

一
七
五
三
（
宝
暦
三
年
）　 

蒔
俵
圦
樋
が
破
壊

一
七
五
七
（
宝
暦
七
年
）　 

堤
防
一
二
〇
間
が
決
壊

一
七
八
六
（
天
明
六
年
）　 

蒔
俵
圦
樋
・
木
下
前
圦
樋
破
壊

一
七
九
〇
（
寛
政
二
年
）　 

六
軒
圦
樋
破
壊

一
八
六
九
（
明
治
二
年
）　
　  

布
佐
下
の
堤
防
決
壊

一
八
七
〇
（
明
治
三
年
）　
　  

布
佐
堤
決
壊
、
手
賀
沼
の
被
害
甚
大
！

一
八
七
三
（
明
治
六
年
）　
　  

下
前
圦
樋
と
六
軒
圦
樋
が
被
災

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
年
）
手
賀
沼
一
帯
は
惨
状
を
極
め
る

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
年
）
江
戸
三
大
洪
水
に
匹
敵
す
る
水
害

一
九
三
五
（
昭
和
十
年
）　
　  

明
治
四
十
三
年
を
上
回
る
大
水
害

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
年
）　  

収
穫
皆
無
！
住
民
の
困
窮
は
極
限
　

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
年
）　  

大
森
町（
現
印
西
市
）大
半
が
水
没

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
年
）
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
大
洪
水

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
年
）
ア
イ
オ
ン
台
風
の
大
洪
水

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
年
）
キ
テ
ィ
台
風
の
洪
水
・
三
年
連
続
水
害

一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
年
）
利
根
川
下
流
部
な
ど
の
氾
濫

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）
関
東
地
方
大
洪
水

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
九
月
台
風
に
よ
り
手
賀
沼
沿
岸
で
洪
水

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
年
）
台
風
に
よ
り
手
賀
沼
周
辺
が
浸
水

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
年
）
台
風
に
よ
り
我
孫
子
市
内
一
部
で
床
上
浸
水



豊
か
な
自
然
と
景
観
美

「
東
京
よ
り
わ
ず
か
十
里
に
し
て
、
山
中
的

の
仙
境
あ
る
か
と
驚
喜
い
た
し
候
。
手
賀
沼

は
印
旛
沼
よ
り
も
風
致
大
に
優
り
申
し
候
」。

明
治
大
正
期
に
、
多
く
の
旅
行
記
を
描
い
た

文
人
・
大
町
桂
月
の
言
葉
で
す
。
手
賀
沼
地

域
は
ま
る
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
の
よ
う
に
、

都
心
か
ら
わ
ず
か
数
キ
ロ
で
自
然
豊
か
な

森
や
美
し
い
湖
畔
を
散
歩
で
き
ま
す
。
実
際

に
手
賀
沼
近
辺
で
は
オ
オ
タ
カ
の
生
息
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
オ
タ
カ
が
生
き
て
ゆ

く
た
め
に
は
農
地
や
森
林
を
含
む
広
い
環
境

が
あ
り
、
多
種
の
餌
と
な
る
生
物
が
大
量
に

生
き
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
オ
オ
タ
カ

の
存
在
は
自
然
の
豊
か
さ
を
示
す
指
標
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。手
賀
沼
の
湖
畔
に
は
、

皇
室
に
も
ゆ
か
り
の
深
い
山
階
鳥

類
研
究
所
を
母
体
と
す
る
「
我
孫

子
市
鳥
の
博
物
館
」も
あ
り
ま
す
。

【
第
五
章
】

先
人
た
ち
が
造
っ
て
き
た
の
は

田
畑
だ
け
で
は
な
か
っ
た
！

7【第五章】 先人たちが造ってきたのは田畑だけはなかった！8 【第五章】 先人たちが造ってきたのは田畑だけはなかった！

手
賀
沼
干
拓
物
語
【
前
編
】　
―
― 

先
人
は
い
か
に
し
て
こ
の
土
地
を
造
っ
て
き
た
の
か
？
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永
遠
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
産

農
地
と
は
、
水
や
太
陽
の
光
を
食
べ
物
、
つ

ま
り
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
る
ス
ペ
ー

ス
と
言
え
ま
す
。
水
や
太
陽
光
は
、
石
油
な

ど
の
鉱
物
資
源
と
違
っ
て
ど
れ
だ
け
使
っ
て

も
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
先
も
ず
っ
と
半

永
久
的
に
農
作
物
（
食
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を

生
み
出
し
続
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
特
に

水
田
は
連
作
障
害
が
な
い
の
で
毎
年
収
穫
で

き
ま
す
。

実
際
に
日
本
で
は
何
千
年
も
前
か
ら
一
年
も

休
ま
ず
お
米
を
作
り
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
地
域
も
水
利
施
設
が
完
成
し
た
の

で
、
永
遠
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
産
を
手
に
入
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

文
人
の
別
荘
地

明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
利
根
川
や

手
賀
沼
の
景
観
に
魅
了
さ
れ
て
、
多
く
の
文

化
人
が
来
訪
し
て
い
ま
す
。
布
佐
町
で
は
柳

田
國
男
が
少
年
期
を
過
ご
し
、
友
人
の
島
崎

藤
村
、
田
山
花
袋
な
ど
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

柔
道
の
父
・
嘉
納
治
五
郎
が
別
荘
を
建
て
た

の
を
は
じ
め
白
樺
派
の
志
賀
直
哉
、
武
者

小
路
実
篤
が
住
ん
で
名
作
の
数
々
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
公

爵
で
三
度
も
首
相
を
務
め
た
近
衛
文

麿
、
民
芸
運
動
で
知
ら
れ
る
柳
宗
悦
、

陶
芸
家
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
な
ど

が
別
荘
や
居
宅
を
構
え
、「
北
の
鎌
倉
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今
も
そ
の
風
情
は

あ
ち
こ
ち
に
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

住
み
よ
さ
と

多
彩
な
農
産
物

印
西
市
は
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
東

洋
経
済
新
報
社
）
で
平
成
二
十
四
年
か
ら
七

年
連
続
で
全
国
一
位
に
輝
い
て
い
ま
す
。
ま

た
手
賀
沼
近
辺
の
各
市
町
も
全
国
の
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
の
便
の
良
さ

も
あ
り
、
手
賀
沼
周
辺
の
街
は
首
都
圏
で
も

非
常
に
人
気
の
高
い
エ
リ
ア
で
す
。
ま
た
、

過
去
は
洪
水
が
多
く
、
農
作
物
も
あ
ま
り
収

穫
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
早
場

米
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
ね
ぎ
、
か
ぶ
、

ほ
う
れ
ん
草
等
の
野
菜
生
産
が
盛
ん
で
あ
り

（
い
ず
れ
も
千
葉
県
が
全
国
一
位
）、
土
中
の

水
分
が
梨
の
栽
培
に
適
し
て
お
り
、
千
葉
県

の
梨
の
主
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
（
千
葉
県
は
梨
の
生

産
も
全
国
一
位
）。



9【第六章】 地域資産の劣化

手
賀
沼
地
区
の
湛
水
状
況

（
平
成
二
十
五
年
台
風
二
六
号
）

【
第
六
章
】

地
域
資
産
の
劣
化

―
― 
都
市
化
の
進
展
と
水
利
施
設
の
老
朽
化

住
み
や
す
さ
や
豊
か
な
自
然
、
あ
る
い
は
風
情
あ
る
街
並
み
の
お

か
げ
で
こ
の
地
域
は
首
都
圏
で
も
か
な
り
人
気
の
高
い
住
宅
地

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
四
〇
年
前
半
か
ら
急
に
人
口
が
増

え
始
め
、
都
市
化
に
よ
っ
て
農
地
は
少
な
く
な
り
、
戦
前
に
は
手
で
す

く
っ
て
飲
め
た
と
い
う
手
賀
沼
の
水
は
二
七
年
間
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

に
な
る
ほ
ど
汚
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
営
事
業
の
完
了
（
昭
和
四
〇
年
）

か
ら
五
〇
年
以
上
経
ち
、水
利
施
設
が
老
朽
化
し
て
排
水
能
力
が
下
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
干
拓
物
語

【
後
編
】《
内
容
予
告
》

【
第
一
章
】
干
拓
と
は
？

【
第
二
章
】
神
が
か
り
的
排
水
管
理
!?

【
第
三
章
】
ま
だ
ま
だ
起
こ
る
日
本
の
受
難

【
第
四
章
】
相
互
依
存
社
会
の
あ
り
方

【
第
五
章
】
次
世
代
へ
の
継
承

干
拓
は
埋
め
立
て
に
あ
ら
ず
。
排
水
機
場
が
停
止
す
る
と
住
宅
街
は
ほ
ぼ
水
没
す
る
！

こ
の
事
態
を
避
け
る
た
め
土
地
改
良
区
で
は
今
ま
さ
に
神
が
か
り
的
な
排
水
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

線
状
降
雨
帯
、
地
震
の
多
発
、
夏
の
酷
暑
な
ど
異
常
気
象
が
異
常
で
は
な
く
な
る
!?

排
水
機
場
の
維
持
費
は
農
家
負
担
。
農
村
は
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
農
地
減
少
…
。
地
域
を
守
る
の
は
誰
？

先
人
の
築
き
上
げ
て
き
た
偉
大
な
地
域
遺
産
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
事
業
が
始
ま
る
！

10【第六章】 地域資産の劣化

手賀沼周辺農地の湛水状況

中の口付近の農地湛水状況

金山落水路の湛水状況

水
田

水
田

水
路

道
路

道
路

道
路

手
賀
川

2.  農 地・用水 路・排水 路 の地 盤 沈下
干拓地の地盤沈下は宿命と言えます。しかしあまり農地が沈むと水が溜まりやすく
なり、湛水被害が生じます。手賀沼周辺では最大 1.7 ｍも沈下した農地がありま
す。また用水路や排水路が沈下すると、水が流れにくくなり機能が著しく低下します。
手賀沼近辺でも国営事業の完了から半世紀以上が経ち、水路の地盤沈下によって
能力が落ちています。

用水路の沈下（＝越流）状況用水路の沈下（＝越流）状況

■田　■畑　■山林　■河川　■住宅・その他

昭和59年当時 平成24年

住宅地・その他が4割増加

1.手賀 沼近 辺の都 市化による影 響
高度経済成長の進展にともなって手賀沼地域も急激に都市化されました。都市化
が進むとコンクリートやアスファルトの面積が増えるので、雨が地下に浸みこまず、
道路や農地に溢れてしまいます。こうした湛水被害が頻繁に起きるようになりました。
平成 25 年の台風 26 号の発生時においては約1,000ha にも及ぶ農地の湛水被害
が発生しています。

5,000

1975 76 77 79 80 81 82 85 86 91 93

300mm
（2,500ha）

出典：関東農政局計画部（平成6年）

水田面積と洪水被害の推移
（埼玉県越谷市の事例）水田面積

降水量
■ 床上浸水

■ 床下浸水

宅地面積

200
（2,000）

100
（1,500）

0
（1,000）

3,000

4,000

2,000

1,000

0

浸
水
家
屋
数

降
水
量（
水
田
及
び
宅
地
面
積
）

3. 水田の減 少と洪 水 被 害
都市化とともに水田が減少しています。水田はアゼがあるので雨を貯めます。した
がって水田が減ると、降った雨は道路や宅地にあふれ出ます。そういう都市型の
水害が各地で増えており、手賀沼地域でも同様のことが懸念されます。
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